
キイロショウνョウパエの飼い方

ショウジョウバェの飼L、方につし、ては、教科書をはじ
め種々の実験書に出ているが、例えば餌のたき方等でも
細かい留意点に触れていなし、ものが多く実際に飼育する
時に悶ること方、よくある。筆者の経験から飼L、方の実際
的な注意点を御参考までに書レてみよう与したが、って、
どの本にも 11 : ' ，てし、るようなことは省略する。一般的なこ
とや交配法及びキイロショウジョウバェ以外のショウジ
ョウバェの飼育法は、最後にあげた参考書をみられたし、。
1 ) 瓶はmass cu1tureの場合は180ω ( 1 合) の牛乳瓶
が最もよろしいが、 one pairでの交配や数匹- 0数匹の

か適当で、なるべく版にマーク等が刷りこまれてし、なし、
ものがよいコあまり利III、管瓶は餌を入れにく l' L  、餌に
イーストを入れたとき、炭酸ヵースの圧力で餌カ、入口近〈
までっき上げられることがよくあるので避けた方がよ
L  、F 牛乳瓶は最近の四fEJl、ものの方が、横にした時に転
がりにくレし、叉場所もとらなレので都合がよいの瓶は
よく石鹸で洗L 、汚れをおとしたものを用いる。
2  ) 餌の構成
最も簡単に飼おうと思えはメナナを用し、るのがよし、。バ
ナナを厚さ 1 - 2c叩位に輪切りにし瓶に入れておく。
バナナはノ、ェの好物であって、飼育上の大敵カビもはえ
にくし、のでハエはとんどん繁航する。ただこの方法では
瓶を横にしたり、逆さにすると、ハエがバナナの Fじき
なることがあるので、ハエをますし、したり新しし、餌にう
っすときに困る「待通一般に月jt ，、られる餅につし、ては穏
々の配合のしヵ、たがあるが、筆者の用L 、てし、る餌は牛乳
瓶 10本分として、小変粉40、ヲ・棒寒天 1本 ( 6  7  (f) ・
砂糖308 ・糠蜜10c.c. 7K400CC. K N 03:痕跡 ( 耳かき一
杯位) .  K H 2 P 0 4・痕跡、夏は寒天の量を1 2倍くらい多
L  、自にする。) 糖蜜( モラツセス) は、ビタミン類や mrc
ro elementsなと♂を含み、こ二れを入れるとハエの成育t/，
よしら一般には入手 L にくいが、その時には精向度の低
L  、中白砂糖を使うか、加える砂糖量の1/Sぐらし、を黒砂糖
にすると、糠E置の力、わりになる。
3  ) 餌のたき方
まず瓶の本数に応じて: 汁註した( あらかじめ瓶の大きさ
別に本数に応じた必要量の表をつくっておくと便利であ
る) 寒天・砂糖. K N 0 3  .  K H 2 P 0 4 ・糖蜜に水のが' J % 最
を加えて柄付なべで煮る。君事天が完全にとけてから残り

日リ 米太郎羽ぃ刊

の水で小麦粉をとかしたものを加えて煮る。小麦粉を加
える時には、 111来るだけ早くカ hきませ:なL 、と底にかたま
りカゐ出来るご小麦粉の白さがなくなって完全に煮えたら

2  C11: ぐら
いまで、口や墜につけぬように流し入れるr ヒー刃ーは
浄力性のあるポリエチレン製のものが、/ : 1 : ¥ 口を押えて紛|
く出来るので便利である。餌は多すぎると発酵による炭
酸カス庄のために口までふき 11¥してくることがあり、少
なすぎるとちり紙をたてる時に餌ヵ: ひっくりカ、えってし
まうし、叉餌の不足によって生れるハエが小型で数が少
なくなるの
4  ) イーストを入れる
ノ、ェは発酵したものに集り繁航するので、餅を瓶に入れ
たら早く寒天が固まるように水で冷やし、冷えて固まっ

回蒸気で餅を間ケツ滅繭ーするやり方もあるが、純粋培養
したイーストを用L、れば滅菌の必要は全くなレ。チリ紙
やノ、ェを入れるため綿栓をはずすから、雑菌の入る機会
カi何問もあるわけで厳重な滅菌も余り有効でなレ。イー
ストは乾燥イーストを水にとかして用L 、るように実験書
に者L 、であるが、乾燥イーストは関缶と共にだんだん死
ぬので、古くなった乾燥イーストは、これを水にとかし
て斜に入れても雑菌をはやすもととなるο 生イーストを
イぞうのが一番よし、が市販の生イーストは大きな塊であっ
て何十回何百回分にも相当し、冷蔵庫に入れておL 、ても
10日ぐらレしかもたなL、ので、大部分捨てることになり
不経済である O 餌をつくる時にその都度製パン屋でイー
ストをもらってくればよいのであるが、そう度々貰うわ
けにもt " かなレので、次の方法で純粋培養して用L、るの
ヵ;よJ... ¥ 0  

イーストの培養法
主ず嬬地として、 7K200CC!こ事者保天 1本( 約 6 7 '1 

あるので 336になる) を煮ながらとカふしてK 2 H P 0 4 0 15 
9 ・(NH4) ZS04 1  'l・ M g S 04 ・7 H 2 0 0 0 2b'・ glucose

I  20'1 ・酒石鹸0 2 9を加えよく煮て泊、ら( 滅閣 L たコノレベ
|  ンを用う) N a O Hでp H 7 くらL にする o ミれを乾州
菌した口径 1

滅菌しこれにパンイーストカ、酒イーストを斜面培養す
る。こうして培養したイーストは数カ月使用出来、許可を
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つくった時に、試験管 1 本ずつ使ってゆく。
イーストの入れ方
培養したイーストの表面にスポイト、に入れた減商水(

一度煮沸した水) を噴出すると、イーストはとけて白L 、
懸濁液が出来るが、更にうすめて試験管に一杯にする。

これは
25'Cの部屋でほ 1、 2

日で酒のような匂L、j]， してくる、このような発幣の状態
になった時にハエを入れるのか良レが、夏はイーストを
入れたら即日ハエを入れなし、と雑菌のため餌が腐敗して
しまう。冬でも 4 、 5 日も経ったものではノ、ェを入れる
とアオカビカリ区、ず表聞にはえてくるので、餌をつくった
ら出来るだけ早くハエを入れた方/ J . よ L 、。ハエの飼育上
の大敵はカピその他の雑菌がはえることで、そのために
ハエか死滅するのであるが、これは一つの瓶に多くのハ
エをかう( 牛乳瓶 1本に30対以上入れる) ニとや、前述
のように純粋培養したイーストの濃L 、液をJW.. 、る方法や
必要なだけ餌をつくり即日使ってしまうことじよって防
げる。ーたびカビがはえると新しL 、餌にうつ L かえても
パエに胞子がついてし、るので次冷と自J f にうつり防ぎよう
カ々 なレ 3 こんな場合は瓶ごとむ L 殺してしまうのが最も
簡単である泊、大切な系統の場合は、ハエの体を消毒す
る方法があるのハエが産卵してふ化してしるときには、
ウジや卵をとって消毒する方カ a完全である。これは後に
あげるハエの参考書に山ているカイ中々うまく L、カなし、。
5) ちり紙を立てる
餌にノ、ェを入れる前にちり紙( 市販のもので香水等をし
みこませてL、ないもの泊泊よ L、) を餌の中に立てる。牛乳
瓶 1本につし、てちり紙半枚、小型の瓶ならば弘_ 1，'8枚を
長L ピンセットにはさんで、それで器壁の水滴をよくぬ
ぐレ、そのまま器壁にそって自l[の中に底までとどくよう
につき立てるのこれはハエの体、特にノ、不に水滴がつく
と、器壁や餌にノ、ェカ i くっつし、て L まって動けなくなり
まもなく死ぬので、余分の水摘をとるためと、止り木と
して役に立たせるためである。ちり紙は底までつっこん
でおくと、発酵の際の炭限ガスによる餌のつき上げが防
がれる。
6  ) 線衿
綿桧はふとん綿を迎当な大きさにちぎってカイょく丸め、
約15cm2 に切ったカーゼ叉はサラシに包んでつくるので
あるが、市ii枠ーだけをもって午乳瓶を持ち上げても、{ 舎が
ぬけなし、ような問さでなければ、ハエが逃げたり、他の
系統のハエが入って雑種カ出来たりするおそれがあるつ
布で包まなし、で申告だけで伶をすると怜をとりはずしにく
いし、綿栓の汚れを洗うことが出来ないので必ずガーゼ
かサラシで包まねばならなレ。
7 ) ハエの入れ方

系統を維持する場合のようにmass cuiture でよ L、場合
は、ハエの入った瓶の綿栓をハエが逃げないように注意
しつつはずし、これを逆さにして新しL、餌の上に立て、
合わさった 2つの瓶の口の所を右手でしっかり握り、左
手を上の瓶のl氏にあてて、ガラスどうし/ J ，強く当らぬよ
うに注怠しながら、右手で瓶を机上にたたきつける。手
早くしなければ上にした古い飼育瓶の削泊、ドサリとおち
てくるりこの方法によって早く多くのノ、ェをうっすこと
が出来るが、これと逆に上に新しし、飼育瓶を持ってゆき

が、このやり方では多くのハエを一度にうつしにくし、し
時間がかかり、叉飛ぶことの出来なL 、ような突然変異の
系統ではうまくゆかなし、。筆者は実験机の上に50cm2 、
厚さ 8捌くらし、のコム板を敷いて、その上でノ、ェを瓶か
ら瓶へ移してL、るカ d大変使利である ハエの交配のため
にハエの形質をみたり、或は雌雄きまった数を入れるよ
うな場合は麻酔しなければならなL、
麻酔法
牛乳瓶とほぼ同じくらL 、の大きさの口をもった瓶で、; 高
さか牛乳瓶の% か巧くらL 、の無色透明なガラス瓶を麻酔
瓶と L て用意するわ 1 オンス入りの広口試薬瓶がよし、が
ありあわせのつくだにの瓶やビタミン剤等の錠剤瓶で結
構であるうこれに合うコノレタ伶の下側中央に長さ 8仰ぐ
らし、の鉄釘をつきさし、釘のまわりに占とん綿をカ化く
まきつけ、この上をガーゼで包み、更にこの上を糸で強
く捲く。捲きつけた綿の部分の大きさは、容易に瓶の口
に出し入れ出来るものでなければならないc

関 1 ) 掠時# え

コ，レグ恭会

盆T
.余
ふヒゐ時

1 3 C Il¥ 

Liil 2  へら

約の部分にエーテノレを少ししみこませ麻昨瓶にしばら
く恰をするτ 永¥.1'iAJ ( 1 日ぐらし、) おし、ておくと綿の中
のエーテノレが瓶のほの方に移り、たまるときがあるので
注意しなければならなレ。ーうした麻酔瓶ヘハエを新し
L  、餌に入れるときの要領でたたき出し、再び栓をしてお
くと麻附L瓶中のエーテノレの蒸気圧の状態にもよるか、 1  
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酔を続けるとハエが死ぬ、死んだものでは麹を拡げ脚を l り大した効果はなレ。
伸した状態になる。婦から出たばかりのハエは、成熟し I 10) 餌が古くなったとき
t::.ハエより麻酔に長い時聞がかかるようである。麻酔で| 餌はノ、ェを入れて20日ぐらいもたつと、ウジが沢山い

のものがよし、が、なレときは裏に白レ紙を貼るとよL、) I新しく餌をたき、それに移して系統を維持してゆかねば
の上に出し、図 2のようなへラ( 割り箸と薄L、ブリキ板 | ならなレむこの際ノ、ェを移しおえた古い瓶は予備に残し
で自作できる) で♀らをわけたり、数をかぞえたりする。 I ておき、その更に前の瓶のハエを蒸し殺して瓶を洗う O

麻酔したノ、ェを飼育瓶に入れるときは、瓶を横にねかせ| 古L、餌は綿栓をしたまま蒸し器やコツホの滅菌釜で蒸し
ておし、てへラでハエをすくって、水滴のつL 、てL 、なL 、所 l殺し、瓶がひえてから餌を流し出し洗瓶刷毛で器内を洗
へおき、綿栓をして麻酔がさめるまでそのままにしてお |  う。餌はかたまりになっているので、そのまま流しに流
く。その際チリ紙をさしこんだ側を下にしておレた方が | すとつまるので、餌だけはパケツにとって捨てる必要が
餌の余分の液体が吸収されるので都合がよL、 | ある。綿栓はガーゼと綿を別々にし、綿は寵に入れ日に
8  ) 飼育瓶の記号 | ほし、ガーゼはよく洗剤で、洗い充分に乾燥させる。瓶は
ハエを入れたら瓶にマジックインキで瓶のまん中附近 | 逆立ちにして乾かし、マジックインキはキシロール等を

に遺伝子記号を、下の方には日付その他を書き入れる。 I古L、綿栓の綿に少ししみこませたもので消しておく。瓶
筆者は缶請の製造年月日式に日付を書L、てレる。例えば| や綿栓は出来れば1300C で 1時間ぐらL、乾熱滅菌した方
1月 5 日 A 0 5， 6月25日: F12， 9月30日: 130， 10月| カ1よL、。
:X， 11月:y， 12月: Nとする。二うしておけば実験の 1 1 1 ) 現在筆者が飼育している系統
際、瓶番号をつけるときに都合がよい。実験をしてL 、る |  次のような系統を飼育してし、るので、御必要の方は、
ものは勿論しないものでも瓶番号をつけ、どの瓶から親 I  10日ほど前にあらかじめ御連絡下さL、。当日新しし餌の
をとったかを記し、ノートに瓶番号・突然変異の遺伝子 | 入った瓶をお持ち下されば、ハエをお頒けします。
記号・日時・飼育の様子などを書レておくとよL 、。記号 l 種名 キイロショウジョウバェ
を1障す時はキシロールなどでふけばよ L、。マジックイン l  以下の遺伝子記号のうち大文字は優性、小文字は劣性
F を用L、ずラベルを貼り、これに記号等を記入する方法 | をあらわす。
もあるが、これはのりの乾燥によってはがれ、どのラベ | ⑨野生型の系統
ノレがと、の瓶か判らなくなってしまうことがあるので、マ Oregon 
ジックインクで書くほうが簡単で確実である。 I⑨突然変異の系統
的飼育温度 | 第 I染色体上に遺伝子があるもの( 伴性遺伝する)
キイロショウジョウパエは250C で最も発育がよL、し、 y. w  .  i. (yellow黄体色、 white白阪、 iorked
この温度で飼育したものにつし、て発表されることが多L、i  叉状剛毛)
ので、冬は恒温器. 夏はクーラーで250Ci'こ保つ。 300C I  w. (eosinエオシン限、 whiteの複対立遺伝子)
以上にもなると精子が死ぬために卵がふ化せず、叉逆に B  (Bar 小限数減少し複限棒状)
100 C ぐらいに Fると発生がおくれハエが殆んど羽化し | 第 E染色体上に遺伝子があるもの
てこなくなる。あたためる方はノくイメタルつきの電球な b  (black 体色黒)
どの比較的簡単な装置で250C を保てるが、冷やす方は b. sf (b1ack， safranin 黒体色、限色暗赤色)
クーラーのなL 、ときはそう簡単で、はなL 、。筆者は地下室 C y  (Curly趨上方に轡曲)
に入れたり、コンクリート校舎の階段下の倉庫に入れた

にのぼり、高温に弱L、1 、 2 の系統が絶えることはある
が. 大部分のものは越夏するので、この方法で飼うよう
おすすめするわ夏にはエサを瓶に入れてまだやわらヵ、ぃ

cn 
pr 
v g  
b w  
pu 

(cinnabar 朱色限)
(purple 紫紅色限)
(vestigial 痕跡麹)
(brown 褐色限)
(pupal 蝋状遡)

内に、厚さ 5捌くいらし、に輪切りにしたバナナを 3切れぐ uex (unexpanded 筆者が神戸で採集し飼育中の野
らし、ずつ餌に半ばうずめておき、これに濃レ自のイース |  生型の中に見出した突然変異で、姐が踊状・後脚轡
トを入れると、ハエは比較的元気に夏を越えるようであ |  曲・後部小楯板縁剛毛異常( 兵庫生物vol. 4  No. 2) 
る。流しにおいて水道水で冷やす方法もあるが、かつて l 第直染色体上に遺伝子があるもの
流しにゴミがつまったために、水ヵ: あふれ教室中水びた
しになったことがあり、夏は水道水の温度も高いので余

se (sepia セピア限)
el1 (ebonYll 黒檀体色)
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上の表中頻度を示す符号は次の通りである c a  (極め
て多産)、 m (多産)、 f (少産)、 r (稀産)、 x  (産 L な

Cリスト中気付いた点コ
] イボキサゴはイボは著しくなし、が、ヘゾの広さカ‘ら見
て明らかにイボキサゴであると考えた。

2 イボウミ二ナは極めて多く、また著 L く発育が良レ。
この n層特にと部只層の主要メンノ、ーである。

3 ツメダガイは半化石によく見られる(4)背の高L ¥ ヘゾ
孔の滑層で被われたものである c ホソヤツメタ (5)と同
じものかどうカJ土判らなL これと同じものが、第 7
突堤でも採集されてL 、るつ

4 ノ、イガイはよく発達したもので、左右両殻そろってレ
る故明らかに生体であるc また bisenensis の特徴を
よく現わL てしる乙現在明石付近では殆ど見カ、けなレ
し、稀に見付かつても小型のものである c

5 腹足類 8種、斧足類12積で種類数は斧足類の方が多L、
が個体数はイボウミニナが極めて多く、ヒメシラトリ
ヵこれに次L、でいる. t:'iに上部n府は両種で特徴付け
らオ1てL 、る

府腹足類は生fl、か、死只ヵ、判別することが難しL、が斧足
類は丙片そろったものは生貝と断じてもよL 、と考えら
れる( それによると、上部門隔ではノ、イガイ、オキシ
ジミ ヒメシラトリが生Rで、イタヤガイ、ウチムラ
サキは破片で明らかに遠くより運ばれたものである。
下部R 隔ではカカミガイ、ムラサキカイ、ォオノカイ
ヵ:生:Hであること力、判る r

町民の生態に関する考察〉
貝類の生態につL 、ての報特は多数あるが、今回は波部

忠重氏の田辺湾における研究(6)天草における研究開を参
考にL たn これによると、 [:J'iI¥屑に多L 、イボウミニナ、
オキシジミ、ヒメシラトリは湾奥砂泥肢の表棲型であり
アラムシロはアマモ需のものである c この事から上部貝
屑はJt f '積当時は強L 、内j情性をもった干潟の砂泥地で、や
や深L、所にはアマモがあったのであろう。イポキサゴは
弱内湾性と言われてL 、るか数もやや少なく種々の方法で
外部から運ばれたと考えてもよし 下部貝層だけに見ら
れるカガミガイ、イげガキ、ハマグリ、ツメ夕方イは内
精性の弱L 、ものであるが特に後の二者は数も少し生死
は判らなし故、あえて弱内湾性を強調することは出来な

(p.191より続く)

告fi1¥[染色体 lてに遺伝子があるもの
S y n  (shaven naked 胸、腹部の剛毛及び毛の多く
力、な，)
ey (eyeless 、)

L 、ο 数は少レカ、オオノガイのようなi尼訪れ、所に生息する
ものの生貝があることはやはり相当入江で泥深カの Iった
と考えてもよし¥ つまり下部すなわち早期には外海にや
や近レ泥深L 入江であったものが、土砂の堆積と共に益
々入江が狭くなり表棲型のn群衆に変化L て行ったので
はなかろうかζ

日吉 ひコ
以上述べた司王を総合すると次のようになるこはじめ比

較的外海に闘し、た広L 、入江で、カガミカイ、イワカキ、
イタヤカイなどカ、棲入、少数のムラサキカイ、ハイガイ
ハマグリ、アサリも居る砂地の海であったこその後川水
が周閉より多量の泥を運び植物カ、堆積L 、L 、よL 、よ泥の
運ばれ方カ h多くなって消口は狭くなり細長し、入江になっ
た。この入江は現在の「落合J にまでおよんだ (8)この
深い入江にはイボウミニナ、ヒメシラトリ、オキシジミ
が多数住んで¥.tニイボキサコ、スカイは住んでいたのか
ヤドカリなと、で運ばれたのカミ明らカそなレ 小説「源氏
物語」の光源氏が罵[ - : : 、入江に映る月影を愛でながら同
館に通ったと考えるには時代的差カ1ありすぎるカミも知れ
なレが、想像L ても不都合はあまりな¥ . それと前後L
て地殻変動があって東問問に軽微な傾きがH¥来、以前カ}
らの徐々の沈降は停止された。それから後は現在程遠の
見る明石川の姿でチャートの大小磯7 '0 tf'積 L て入江を埋
めつくし川原となったのであろう η そ L て海は 2 kmの南
方で波を寄せてし、る c 現在ではこの位慌に立派な鉄tffiカ月
出来上り明石川貝腐は見ることが出来なレ。
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